
 

営業日：月曜日～土曜日

江戸期米沢藩の名君上杉鷹山は、「輔儲訓」

という教育書を著しています。その中に次のよ

うな一節があるそうです。

「喜平次よりは、面々（近侍の者たち）の出精

を重くすべく候。これ面々も浮世の雑談に、詰

所の畳を暖め候ばかりよりは、その徳益も少な

からず、または喜平次殿、大なる進みに相成り

候」（中江和恵『江戸の子育て』からの引用）

喜平次は子どもの名前ですが、武芸を教える

のに、喜平次に頑張らせようと教え込むのでは

なく、喜平次よりも周りの人たち自身が武芸に

精を出してくださいね、そうすると、周りの人

たちにとっても武芸が上達していいことがある

し、喜平次も上達しますよ、と言っているわけ

です。周りの人が頑張って真剣に武芸に取り組

んでいたら、自然に喜平次も真似するようにな

りますよ、と言っているわけです。

大人の姿を見せて学ばせろ、という風にも読

めますが、鷹山が言いたかったのは、おそらく、

子ども／大人の区別なく、一緒になって真剣に

取り組みなさい、ということなのかもしれませ

ん。大人が子どもにいかに頑張らせるか、では

なく、子どもも大人も一緒になって何かに真剣

に物事に取り組む、一緒に楽しむ、ということ

自体から子どもが学ぶところが大きい、という

のは、とても示唆に富む言葉だと思います。
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